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Abstract 
This paper aims to clarify the characteristics of the address terms in use and the language 
management in the Japanese and Chinese native language situations, and to explore whether 
they affect the use of the address terms in the Japanese-Chinese contact situations, and how they 
would. 
The address terms will firstly be analyzed and compared in the Japanese and Chinese native 
language situations based on the theory of the language management. Then, conversation 
examples will be analyzed to explore a series of questions such as by which norms do both native 
speakers and non-native speakers manage the address terms in the conversation of a 
Japanese-Chinese contact situation? Whether are the address terms of Japanese used by 
non-native speakers different or not? Whether would these differences be noted by the 
counterparts? How are these differences evaluated and could these differences be adjusted?  
Whether could communication problems in terms of address thus be solved?  How do the 
changes affect the conversation? And so on. In addition, the following questions will be 
discussed: What strategies will be taken by the native speakers to choose the address terms in 
the native language situations? Whether the native languages are affected by these strategies 
and how? 
 
1. はじめに 
言語は社会生活と密接な関係を持っている．社会において人々は言語を通して他人と関わってコミュ
ニケーションする．そのうち，「あなた」「きみ」などの対称詞は話し相手に直接関わるので，間違えると，
会話がスムーズに進まず，話し相手に不愉快な感じを与え，人間関係にまで影響しやすい．一方，日
中両言語の対称詞は使用上ではそれぞれの特徴があり，それらが母語からの転移として中国人の日本
語学習者の日本語運用に影響を与えている．中国の日本語教育現場において，対称詞といっても，そ
の中の人称代名詞の意味を中心に教授し，待遇度や機能や場面からの日本語対称詞と中国語対称詞
の異同はあまり強調されていない．また，日本語の対称詞は中国語のそれより複雑で，相手との関係や
その場によって微妙に変るため，学習者がそれを場面，対人関係に応じて適切に運用するのは日本語
学習上の難点の一つとも言える．したがって，中国人日本語学習者は接触場面(Neustupný.J.V. 1985)
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では，対称詞の逸脱によって日本人の相手に不愉快をもたらし，スムーズにコミュニケーションができな
い場合がありうる． 
そのため，本稿では，談話レベルから日本語と中国語の母語場面の会話における対称詞の使用の
実態を比較し，接触場面にどう影響しているかを明らかにしたいと思う． 
 
2. 先行研究と本研究の目的 
鈴木（1973）は日本語人称代名詞の歴史的背景，自称詞と対称詞の構造，親族名称の虚構的用法
などの面から，日本語の人を表すことばの概念について検討し，「明治初期において，近代日本文法の
先覚者たちが，西欧語文法の扱いに習って，日本語の『わたくし』『ぼく』『おれ』……のような言葉を一
人称代名詞と名付け，『あなた』『きみ』……といった一連の語を二人称代名詞と呼ぶようになった．」 
と述べている．また，「このように，日本語のいわゆる狭い意味での人称代名詞は他の語彙から独立した，
一つのまとまった語群を，形態論的にも機能の見地からも形作っていない以上，これだけを切離して扱
う意味がなく，むしろ，親族名称，地位名称などと一括して，話し手が自分を表すことば，および相手を
示すことばという広い見地に立って，それぞれを自称詞，対称詞と呼ぶ方が適切であると私は思ってい
る．」と主張し，「対称詞とは，話の相手に言及する言葉の総称である」と説明した． 
田窪（1997）は，「日本語の特徴として，人称を表す語は文法的に発達していないことがあげられ」て，
「これらのうち聞き手を表す語類は使用に制限があり，基本的にも上の相手には使うことができない」と
指摘している．そして，「鈴木さん」のような＜名前＞＜愛称＞などを固有名詞類とし，「お父さん」「課
長」「先生」のような＜親族名称＞＜職業名称＞＜地位名称＞を定記述類としてまとめて考察した． 
本稿では，鈴木（1973）の定義をもとにし，従来の二人称代名詞のほかに，田窪（1997）が提出した人
を指す固有名詞類と定記述類をも人称詞として考察対象に入れる．そして，これらの二人称代名詞，固
有名詞/定記述類の人称詞を対称詞として分析する． 
中国語の対称詞については，凌（1998）が，中国語の呼格的用法がある呼称詞だけを詞と短文のレ
ベルからまとめて考察し，中国語の呼称詞体系は親族呼称を除いて，全般的に規則的な非対称性があ
ると指摘している． 
日中対照研究においては，蘇（1982）が，日中の呼びかけ語を比較し，呼称の構造によって日本語と
中国語の呼びかけ語の共通点と相違点を論じている．とりわけ日本語の「さん」と一対一で対応するよう
な呼称表現が中国語にはなく，場合によって，相手の年齢，性別，職業，身分などによって違う訳し方
を選ばなければならないということを指摘している．董（1987）は，中国語の呼称と日本語の呼称との比
較を中心に中国語の対称詞の使い方を論じた．二人称代名詞や家族内外における呼称の使い分けを
比較的詳しく説明している．程（2000）は，主に，日中の社会的呼称と人称代名詞の応用と表現特徴に
ついて対比研究を行った．薜（1999）ではアンケート調査の方法で待遇的側面から日本語人称詞に見
られる待遇的配慮の特徴を中国語と比較して考察した．陳（2003）はアンケート調査の方法で文法と語
用論の視点から日中人称代名詞と親族用語を対照研究した．ファン（2000）は会話分析の方法で第三
者言語接触場面における英語人称詞の話者指示を考察した． 
以上の先行研究では，鈴木の研究をはじめ，人称代名詞，親族名称，定記述類の語彙レベルからの
日本語対称詞についての研究は散見するが，談話レベルから母語場面と接触場面における日中両言
語の対称詞を対照しながらまとめて論じたものはない．対称詞の使用は場面と深く関わっているので，こ
れから発話場面などの談話レベルからさらに検討する必要がある．また，従来の対称詞についての日
中対照研究はアンケートのような意識調査と日中小説データ分析という研究方法が採られてきたため，
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語彙レベル，文レベルからの視点に限られており，談話レベルから対称詞使用の選択ストラテジーや生
成プロセスなど言語管理（Neustupný1985，ネウストプニー1994）の諸問題を深く検討することはできてい
ない． 
そこで，本稿では，日中両言語の母語場面と接触場面の実際の会話を緑音録画する調査方法で，
言語管理理論を取り入れ，日中母語場面と接触場面における対称詞のそれぞれの使用実態とそれに
関する言語管理プロセスを明らかにすることを目的としている．また，接触場面における対称詞の使用と
管理に母語からどんな影響があるかについても検討する．今回の調査は対称詞研究の予備調査でもあ
る． 
 
3. 調査概要 
3.1 調査方法 
会話調査は会話参加者を中国語母語場面，日本語母語場面，日本語による接触場面という三つの
場面に分けてそれぞれ 10 組の会話データを収録する計画であるが，本稿では予備調査として 2007 年
5 月から 7 月に行われた各場面 1 組ずつ，全部で 3 組の会話データを分析対象とする． 1 組は 2 名の
参加者からなっている．まず参加者に約 20 分の会話をしてもらう．話題については制限せず，自由であ
る．ただし，話題がなくて会話が続けられない恐れがあることを考慮し，参考として四つの話題1を提供し
た．この会話をビデオカメラと IC レコーダーで録音録画し，それからこれらの音声資料を文字化する．そ
して，一週間以内に会話参加者に 1 人ずつ会話時の対称詞使用に関する意識または言語管理などに
ついてフォローアップインタビュー（以下は FUI と省略する）（ネウストプニー1994，ファン 2002）を行う．こ
うして得られた会話のデータと FUI のデータをあわせて日中対称詞の使用実態と言語管理を考察す
る． 
 
3.2 調査協力者 
 本研究の調査協力者は，日本の A 大学と中国の B 大学に在籍している学生で，6 名である．3 名が中
国語母語話者（CNS1，CNS2，CNS3）で，全員日本に半年以上滞在している．そのうち，CNS1 は B 大
学の学部を卒業し，2007 年から A 大学の修士課程に入学した．CNS2，CNS3 は B 大学の学部生であ
りながら，2006 年から短期留学生として来日し，A 大学の学部に編入されている．日本語母語話者
（JNS1，JNS2，JNS3）の 3 名は，全員 A 大学の学部生である． 
 
表 1： 調査協力者概要 
場面 参加者 国籍 性別 年齢 学年 会話収録 関係 
CNS1 中国 女性 24 修士 1 年 中国語 
母語場面 
ペア 1 
CNS2 中国 女性 21 学部 4 年 
24 分 10 秒 
先輩, 
友人 
JNS1 日本 男性 20 学部 3 年 日本語 
母語場面 
ペア 2 
JNS2 日本 女性 20 学部 3 年 
24 分 03 秒 友人 
JNS3 日本 女性 19 学部 2 年 日本語 
接触場面 
ペア 3 
CNS3 中国 男性 23 学部 3 年 
21 分 23 秒 友人 
  
ペア 1 の CNS1 は日本滞在暦 3 年 8 ヵ月（録音時点まで）で，小学校のとき日本に 3 年間滞在したこ
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とがあり，2006 年 10 月に再来日した．中国湖南省の出身である．CNS2 は日本滞在暦 8 ヵ月（録音時点
まで）で，中国黒龍江省の出身である．二人の関係は先輩後輩でありながら，友人でもある．住んでいる
寮は隣部屋で，しかもバイト先も同じである． 
 ペア 2 の場合は，JNS1 と JNS2 は同じく千葉県出身で，高校から同じサークルに入っていた．今も同じ
大学で，友人関係である． 
ペア 3 の NNS3 は日本滞在暦 9 ヵ月（録音時点まで）で，来日までに 2 年間の日本語学習歴があり，
日本語は上級レベルである．JNS3 は CNS3 のチューターで，友人関係である． 
 
3.3 話題内容 
 本調査では，母語場面と接触場面においてできるだけ多くの対称詞使用のバラエティーを見つけるた
めに，会話の話題を指定しないことにした．ペア 1 では論文発表，ゲームのやり方，進路の悩み，アルバ
イトへの不満，という 4 つの話題をめぐって会話が進んだ．ペア 2 は日常の出来事，友達の昔話，学校
での勉強，旅行の思い出，就職活動の近況，最近の出来事，という 6 つの話題で話した．ペア 3 は千葉
大学についてのイメージ，千葉大学生についての感覚，不思議なこと，日本のサラリーマンの生活，日
本の料理の量，幸せなこと，日本の学生の時間概念，帰国への不安，「オタク」のこと，という 9 つの話題
について話した． 
  
3.4 分析の枠組み 
会話における対称詞の使用と管理プロセスを分析するために言語管理理論を用いる．この言語管理
プロセスは 1）規範からの逸脱から始まり，2）それが留意され，3）留意された逸脱が評価され，4）評価さ
れた逸脱の調整のための手続きが選ばれ，5）その手続きが実施される，という構造である．これによっ
て，本稿では最後に表層化された（高，2006）2対称詞の言語プロダクトだけでなく，表層化に至るまでの 
対称詞の管理プロセスをも分析する． 
 
4. 分析結果 
4.1 対称詞の使用 
まず，中国語母語場面，日本語母語場面，日本語による接触場面の会話における対称詞の使用に
ついて考察した． 
 
4.1.1 中国語母語場面における対称詞の使用 
 今回の会話調査では，中国語母語場面における二人称代名詞と固有名詞/定記述類の対称詞の使
用例が数多く考察できた．これらの対称詞の使用は主に＜機能の違いによる使い分け＞と＜他人称へ
の転用＞にまとめられる． 
 
4.1.1.1 機能の違いによる対称詞の使い分け 
中国語母語場面の会話において，二人称代名詞と固有名詞/定記述類の対称詞が機能によって使
い分けられていることが今回の調査で明らかになった．鈴木（1973）によると，対称詞の概念には二つの
用法あるいは機能が含まれる．一つは文の主語または目的語として内容的には聞き手を指し示す場合
に果たす機能で指示的機能である．もう一つは話し手が聞き手の注意を自分に向けさせたい場面や相
手の感情に訴えたい場合に果たす機能で呼格的機能である．今回の調査では，会話の発話の主語また
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は目的語が内容的には聞き手を指し示す場合は，その主語または目的語がすべて二人称代名詞「你
（あなた）」である．つまり，指示的機能が必要となる場合は，二人称代名詞がこの役割を果たす．これに
対して，話し手が聞き手の注意を自分に向けさせたい発話では，固有名詞/定記述類の対称詞が用い
られた．つまり，呼格的機能が必要となる場合は，固有名詞/定記述類の対称詞がこの役割を果たす． 
 
 [例 1]                                                           
CNS1：  
CNS2：小丸子那里，前两天我跟店长说，我说，店长（1-①），我接下来，korekara，我说我非常，  
CNS1： 
CNS2：我会非常的 hima，～～，我说你（1-②）一周可以给我安排，五次左右都可以         
[筆者訳： 
CNS1：  
CNS2：タコ3のほうは，二日前，わたしが店長に言った．わたしは，店長（1-①），わたしはこれから，     
CNS1： 
CNS2：これから，と言った．わたしは，わたしは非常に，わたしは非常に暇で，と言った．わたしは， 
CNS1： 
CNS2：あなた（1-②）は一週間に，5 回くらいの（勤務）を入れてもいい，と言った．         ] 
 
会話例１では，（1-①）の「店长（店長）」は定記述類の対称詞で，直接引用文の中で，聞き手を指す
呼称として用いられ，呼格的機能を果たす．（1-②）の二人称代名詞「你」はこの直接引用文の中で主
語として用いられ，聞き手を指し，指示的機能を果たす． 
  
4.1.1.2 他人称への転用 
中国語母語場面会話における対称詞のもう一つの使用は，他人称への転用である．今回の会話デ
ータには，言語表現形式として二人称代名詞が使用されたが，意味上では聞き手を指し示すのではな
く，一人称の話し手や一般の人々を指し示すようになっている人称詞の転用の例が数多く見られた．張
（1982）は，このような人称詞の転用について，「ほかの人称の代名詞を使うべきところに二人称を使い，
相手を強引に引っ張ってきて，相手に自分のことのように感じさせ，或いは関係の疎遠な第三者を関係
の親しい相手にする」4と解釈した． 
 
[例 2]                                                             
CNS1：那你们岂不是过了 7 月 6，7 号没事儿啦       
CNS2：                               就是你（2-①）到那个 7 月 6，7 号的时候，他老师会 
CNS1： 
CNS2：讲一次怎么具体写论文的方式，现在就是把你（2-②）大，大概的那个框架作出来发表了几 
CNS1：                                           但是你们做论文反正是 
CNS2：次， 完了就说具体的教你（2-③）做论文的一些什么事情吧，然后，                
CNS1：回，回国发表啊                嗯― 
CNS2：           在，在这边应该有发表，  就像，在国内答辩的那种感觉             
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[筆者訳：                                                          
CNS1：それじゃ，あなたたちは 7 月 6，7 日を過ぎたらもうひまになるじゃないか 
CNS2：                                                 それは，7 月 6，7 日の 
CNS1： 
CNS2：時，先生が論文の具体的な書き方を一回説明する．現在はあなた（2-①）の大体な枠組みを 
CNS1：                                                     
CNS2：たてて何回発表して，そして，あなた（2-②）に論文書くときの具体的なことをちょっと教える，             
CNS1：     しかし，あなたたちの論文はどうせいき，帰国してから発表するでしょ          
CNS2：それから，                                         こ，ここでも発表 
CNS1：       うん 
CNS2：があるはず， 国内の答弁のような感じで                                ] 
 
会話例 2 では，（2-①）～（2-③）の「你」は二人称代名詞の表現形式であるが，一人称を指示する意
味へ転用した．もともと聞き手を指す二人称代名詞の「你」は，文脈からみれば，実は話し手の CNS2 の
ことを指している．実際に論文を書く必要があるのは CNS2 で，先生に書き方を教えてもらう人も話し手
の CNS2 である．しかし，FUI によって，CNS2 は，論文について事情を説明すると同時に，CNS1 に臨
場感を与え，聞き手から共感を求めるために，一人称代名詞を使うべきところに二人称代名詞「你」を使
用した．このような二人称代名詞の転用は説明や解釈，また感情を強く表す場合によく用いられ，聞き
手に臨場感を与えたり，聞き手から共感を求めたりする機能を果たすと考えられる． 
次の会話例 3 は会話例 2 と違って，二人称代名詞が一般の「人間」を指す不定称へと転用した． 
 
[例 3]                                                           
CNS1：                                      你都到了东京了，你比如说 
CNS2：你要到了东京你要到了京都不去↑就是这种想法说服了我们                    
CNS1：                    你没有看到富士山你就回去了 
CNS2：到了北京你（3-①）不去长城         非好汉阿                         
[筆者訳：                                                           
CNS1：                                       
CNS2：あなたがもし東京に着いたら，あなたがもし京都に着いたら，行かないの↑この考え方で私 
CNS1：            あなたがもう東京に着いたら，たとえば 
CNS2：たちが説得されたの                       北京に行ったがあなた（3-①） 
CNS1：                         あなたが富士山も見ずにあなたが帰っちゃった．  
CNS2：が長城へ行かない，好漢とは言えないね                              ] 
 
（3-①）の二人称代名詞「你」は意味上では聞き手も話し手も指し示していない．「長城に行かぬもの
は好漢とは言えない」という中国語の慣用句があり，話し手の CNS2 がここでだれでも北京へ行ったらぜ
ひ長城に行かなければならないという真理を言っている．この真理は特定の聞き手に限らず，一般の人
間だれにも適用される．ただし，親近感と臨場感を聞き手にもたらすために，「人々」という表現を言わず，
二人称代名詞が使用された．このような転用は，一種の仮定で，第三者を聞き手に仮定し，より親近感
をもたらし，より感情を表す表現である（張，2001）． 
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4.1.2 日本語母語場面における対称詞の使用 
 日本語母語場面における対称詞の使用例は中国語母語場面ほど多くはないが，いくつかの事例が
観察できた．中国語母語場面の対称詞使用に対して，日本語母語場面のこれらの対称詞使用は主に
＜心的態度の違いによる使い分け＞と＜授受表現による対称詞の省略＞にまとめられる．中国語母語
場面における他人称への転用は日本語母語場面には見られなかった． 
 
4.1.2.1 心的態度の違いによる対称詞の使い分け 
日本語母語場面においては，二人称代名詞と固有名詞/定記述類の対称詞は中国語の対称詞のよ
うな機能の違いによる使い分けがない．会話の発話の主語または目的語として内容的には聞き手を指
し示す指示的機能の場合でも，話し手が聞き手の注意を自分に向けさせたり相手の感情に訴えたい呼
格的機能の場合でも，二人称代名詞と固有名詞/定記述類の両方も使用可能である．文法機能の使い
分けはないが，話者の敬意や親愛感，軽蔑などの心的態度の違いが見られる．聞き手を指し示すとき，
固有名詞/定記述類の使用が一般的であるのに対して二人称代名詞のほうは付加的機能が加えられる．
「きみ」「あなた」「おまえ」のバラエティーの多い二人称代名詞の使用で，話者の心的態度が表され
る． 
 
[例 4]                                                             
JNS1：              え，ニシムラ5（4-①）が歩いてるって話じゃないの↑                   
JNS2：え，そうゆうことないの                                 わたし歩いてるけど， 
JNS1：          ニシムラ（4-②）と誰かが歩いてるじゃない↑                      
JNS2：あったよ，だから                            もあったよね，だれに聞いたんで↑         
JNS1：それはそれですね        
JNS2：                                                            
 
（4-①）と（4-②）の人名の固有名詞「ニシムラ」が聞き手を指し示し，指示機能を果たしている． JNS2
が親しい友人なので，JNS1 が普段 JNS2 と話すときもいつも呼び捨ての苗字の「ニシムラ」で JNS2 のこ
とを指し示すことは FUI で報告された．しかも，JNS1 は聞き手を指示する時は一般的に親疎関係などに
よって「苗字＋さん」や「苗字」や下の名前を使用し，二人称代名詞は上から下への権威を示すような感
情があるためあまり使用しないと報告した． 
 
[例 5」                                                             
JNS1：           でねなんかね，小鳥のね，研究をしてるところ 
JNS2：うそ，うそだってば                           きみ（5-①）小鳥を研究してるの↑  
JNS1：してないけど，ことり（・・）わからない， なんだろうね      
JNS2：        うん            へ↑       なんでいくの↑                     
 
JNS2 は普段 JNS1 と話すとき基本的には「苗字＋ちゃん」の固有名詞の形で JNS1 を指し示すと FUI
で報告したが，今回の会話調査では，特別な付加的意味を表したい場合には二人称代名詞が使用さ
れる例が見られた．たとえば，会話例 5 の（5-①）の場合，JNS2 は，会話の流れがいきなり「部活」の軽い
話から「研究内容」の真面目な話になったので，いつものようになれなれしくなく，ちょっと改まった二人
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称代名詞「きみ」を選んだと報告した．JNS1 のほうも会話のとき，この対称詞の使用に気づき，やや真面
目に話していると理解していた． 
 
4.1.2.2 授受表現による対称詞の省略 
聞き手を指し示す時，対称詞の明示のほかに，対称詞が省略され，授受表現や，目線で聞き手を指
示するストラテジーもあることが今回の調査で明らかになった． 
 
[例 6]                                                             
JNS1：じゃ教えない   （・・）いいじゃん        それは，人になんで教えなきゃいけないの↑ あ， 
JNS2：       なんで↑        なんで↑へへ～                        ひどい 
JNS1：だって教えてくれ（6-①）ないじゃん                 じゃあだめ          
JNS2：                       教えてあげ（6-②）ないよ↑      教えてあげ（6-③） 
JNS1：                    今，今はいいへへ～～              ～～うん，けっこう 
JNS2：ようか，何を教えてあげる（6-④），          今いいよ，～そうだよ，ほんとだよ．                   
  
会話例 6 の（6-①）のところは「（あなたがわたしに）教えない」という動作の方向があるが，
人称詞が省略され，授受動詞の「くれる」が用いられた．（6-②）～（6-④）のところも同じく，
「（わたしがあなたに）教えない」という動作の方向があるが，授受動詞の「あげる」によって，
人称詞の省略が可能になる．FUI によって，話し手が授受表現を使用したため，聞き手が動作の
方向を迷わず正しく理解できたことが分かった．これと比べて，中国語母語場面においては，授
受動詞の「给（あげる）」などには動作の方向性がないため，一般的には動作主と動作の受け手
を表す人称詞が省略できない． 
 また，録画データを見ると，話し手が目線を聞き手に向けることによって聞き手を示す場合も
多くある．FUI によって，JNS1 も JNS2 も基本的には二人称代名詞をあまり使用しないし，二人
だけで会話しているので，聞き手を指し示すときは顔を向いて聞き手を見て話すようにしていた． 
 
4.1.3 日本語による日中接触場面における対称詞の使用 
今回の CNS3 と JNS3 の会話では，二人称代名詞と固有名詞/定記述類の対称詞の使用は一例も見
られなかった．CNS3 の発話では，会話例７の（7-①）と（7-②）のように，聞き手に感想や意見を聞
くための疑問文がいくつかあったが，どれにも聞き手を指す二人称表現が用いられなかった．一方，録
画データには，言葉ではなく，顔や目線を聞き手のほうに向けるストラテジーで聞き手を暗示することが
数多く見られた． 
 
[例 7]                                                             
JNS3： 
CNS3：なんなんだろう，この，そうですね，A 大に入って，どういう感じですか（7-①），A 大―について 
JNS3：       うん 
CNS3：は，自分はどういうイメージか，びっくりした，あるいは，満足していますか（7-②），A 大のせつ 
JNS3：     せつびね 
CNS3：びとか，                                                         
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4.2 対称詞に関する言語管理の諸相 
 今回の調査では，対称詞に関する言語管理の例は主に事前調整に集中し，日本語母語場面におい
てのみ事後調整と二次調整(Neustupný.J.V. 1985)も観察できた． 
 
4.2.1 中国語母語場面における事前調整 
中国語母語場面の会話において，発話する前に聞き手との関係などによって対称詞を選択する事前
調整の例が最も多く見られた．4.1.1.1 節で分析した会話例 1 では，CNS2 が CNS1 に話題の人の店長
との話を直接引用して話した部分に，呼格機能を果たす呼びかけとしての定記述類の対称詞「店長」
（1-①）がある．話し手は店長にバイト勤務のシフトの時間について申告しようとし，聞き手の店長の注意
を自分に向けさせたいため，発話の前に，事前調整として，正式の肩書きの定記述類対称詞「店長」を
選んで聞き手に呼びかけた． 
今回の調査では，平称の二人称代名詞「你」の使用例が多く見られたが，敬称の二人称代名詞「您
（あなた）」の使用例が見られなかった．それは，会話参加者が友人同士の関係のため，聞き手を指示
する時，平称の二人称代名詞「你」が選択されたと考えられる．もし聞き手が年配の人や目上の人だっ
たら話す前に意識的に敬称の「您」を選択して使用するかもしれないと FUI で報告された． 
また，会話例 1 の（1-②）は上司の店長を平称の二人称代名詞「你」で指示したが，これについて，
CNS2 は，店長といっても自分と同じく若い人なので，普段も「你」で指示していると報告した．この事例
から，中国語母語場面において，対称詞の選択は社会的地位より年齢差を重視する規範に従うことが
考えられる． 
 
4.2.2 日本語母語場面における事後調整と二次調整 
 日本語母語場面においても，中国語母語場面の会話と同じく，親疎関係や上下関係によって対称詞
を発話前に選択する事前調整が多く見られたが，そのほかに，以下のような事後調整や二次調整も考
察できた． 
 
 [例 8]                                                            
JNS1：                   なんだよ～  ～はいはい   
JNS2：だから，わたしが，違うよ，違うよ～ ちょっと聞けよ， おまえ（8-①）聞けよ，ええと，わたしが， 
JNS1：                              ～～      はい       なにを～ 
JNS2：え↑わたしは，リナ，リナさんから，リナちゃんですね↑聞きました，   聞きましたよ                
 
会話例 8 では，JNS2 に対称詞についての事後調整が見られた．JNS2 はまず軽い命令の口調で「ち
ょっと聞けよ」と JNS1 に自分の話しを聞いてくださいという要求を示した．しかし，JNS1 は笑いながら，
「はいはい」とごまかしているように見えた．そこで，JNS2 は目上から目下に使う二人称代名詞「おまえ」
（8-①）を意識的に使用し，「おまえきけよ」と自分の要求をさらに厳しく強く言って強調した．これについ
て，JNS1 は「おまえ」の使用に抵抗感はなく，真面目な話になりそうなのでちゃんと聞くようにしたと FUI
で報告した． 
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 [例 9]                                                            
JNS1：じゃあだめ                    今，今はいい     ～～            ～～  
JNS2：     教えてあげようか，何を教えてあげる       今いいよ ～そうだよ，ほんとだよ     
JNS1：                                      うん，けっこう 
JNS2： きみ（9-①）ね，ちょっといそがしんでしょ，あなた（9-②）       だってリョウさんがね， 
JNS1：                                  いや↑でも，最近よく言われるんだよね 
JNS2：アオキちゃんってつかれてるでしょって言ってたよ，先                          
 
会話例 9 では，JNS2 が対称詞についての二次調整が見られた．まず（9-①）の「きみ」というやや親し
い言い方が選択され，それから（9-②）の「あなた」というもっと親しい言い方へ変化していった調整であ
る．JNS2 は「きみね，ちょっといそがしんでしょ，あなた」と普段はよくこういう言い方をすると FUI で言っ
た．JNS1 は「きみ」はちょっと真面目で，ここでの「あなた」はコミカルな感じがあり，一連の流れでコミカ
ルな言い方だと思った，と FUI で報告した． 
 
4.2.3 接触場面における事前調整 
話し手の CNS3 は普段もよく JNS3 と会って日本語でコミュニケーションをしているし，対称詞でいちい
ち聞き手を指し示すとすこしくどい感じがあり，使う必要がないと思ったから，意識的に対称詞を使用し
ないようにしたと FUI で報告した．しかし，もし母語の中国語で会話例 7 のような状況下で聞き手に質問
したりするときだったら絶対対称詞，とりわけ二人称代名詞，を使い，対称詞を言わないと会話が続けら
れないと強調した．このことから，CNS3 はこの接触場面で対称詞の使用について用いた規範は母語の
中国語規範ではないことが分かった． 
また，FUI で CNS3 に普段の二人称表現の使用意識について聞いたが，CNS3 は普段 JNS3 のことを
「△△さん」と指示したり呼びかけたりするが，使用頻度はあまり高くない，いちいち呼びかけたり指示し
たりするとくどいと思ったからであると述べた．また，代名詞の「あなた」「きみ」はあまり使用しないと習得
したが，教師があまり詳しく説明しなかったので，日本人と会話するとき，とにかく「あなた」「きみ」を使用
しないことにしていると報告した．これに対して，JNS3 のほうは，二人だけ話すので，対称詞がなくても，
たぶん自分に質問していると推測できて，CNS3 の二人称不使用に特に留意しなかった，と述べてい
た． 
今回の接触場面の会話において，聞き手の個人を表す対称詞の代わりに，聞き手の国の全体を指
す「日本人」「中国人」「日本ではみんな･･･」「中国ではみんな･･･」の表現が多く用いられた．接触場面
において話し手が聞き手の個人を聞き手の国全体の代表にしないようにする意識があり，一般日本人
や一般中国人のことについて質問するとき対称詞の代わりに「日本人」「中国人」を選択するという対称
詞の使用を調整した可能性が考えられる． 
 
5. おわりに 
本調査では，日中母語場面と接触場面における対称詞の使用と言語管理について考察してきた．ま
ず各場面における対称詞の使用は以下の特徴を示した． 
中国語母語場面においては，対称詞が指示的機能と呼格的機能の違いによって使い分けられ，二 
人称代名詞の転用が多いという使用実態が明らかになった．一方，日本語母語場面においては，対称
詞は話者の心的態度を表現する機能の違いによって使い分けられることが考えられる．また，授受表現
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の使用や，目線で聞き手を指示するストラテジーで対称詞の省略も頻出する．日中接触場面において
は，参加者の発話には対称詞の使用は一例も見られなかったが，CNS3 が日本語の規範にあわせて顔
や目線を聞き手のほうに向いたりするストラテジーで聞き手を暗示することが明らかになった． 
対称詞の言語管理については，各場面においても話し手が聞き手との親疎関係や上下関係によっ
て対称詞を選択する事前調整が最も多く考察できたが，中国語母語場面において上下関係より年齢差
を重視するケースもある．また，日本語語母語場面において，対称詞の使用で聞き手に対する要求を
強調する事後調整とコミカル雰囲気を作る二次調整も見られた。 
以上の考察によって，各場面において話し手が対称詞の使用を管理していることが考えられ，これら
の管理がコミュニケーションが維持される要因のひとつと言えよう．また，日本語非母語話者が接触場面
で日本語人称詞を使用する際に基準とした規範は母語の中国語規範ではなく，日本語規範にあわせ
たものであることが明らかになった． 
今回の調査では，いくつかの問題点が残された．接触場面では NNS の対称詞の使用と管理を中心
に考察したが，NS の使用と管理はあまり見られなかった．また，三場面の会話参加者も友人同士の関
係に集中していて，今後の調査では，参加者関係のばらつきが必要である． 
日中接触場面において，CNS3 の対称詞使用に中国語の母語からの転移があまり見られなかったの
は，CNS3 の日本語能力が上級レベルで積極的に日本語規範に合わせて対称詞を管理したことが原
因の一つだと考えられる．よって，今後の調査では，接触場面の日本語非母語話者の日本語能力の設
定を改めて工夫する必要がある． 
 
 
本稿で使用した会話データの文字化記号 
↑ 上昇イントネーション 
～ 笑う 
（・・） ポーズ 
― 語尾音の伸ばし 
?? 聞き取り不能部分 
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1 この四つの話題は，①大学での印象的な出来事について話し合う，②参加したイベント（パーティ，飲み会など）
でのエピソードについて話し合う，③思い出の旅行について話し合う，④友達や知合いの出来事について話し合う，
という内容である． 
2 高（2006）では，言語表現が生成するまでの過程について，「ある言語表現の選択には，一般的に①インプットか
ら機能の選択，②機能から表現の選択，③表現から表層化に向けての具体的な形式の選択という 3 つの段階があ
り，言語表現はこれらの 3 つの段階での要素の選択を経て実現され」、表層化の段階では，「言語表現の具体的な
形が決まり、それが談話の表面上に現れる．」と述べている． 
3 「タコ」は CNS2 のバイト先のたこ焼きの店の店名の仮名である． 
4 張佩霞 （1996）に引用された張煉強（1982）からの引用である． 
5 この人名「ニシムラ」を含めて本稿の会話例に出る人名はすべて仮名である．ただし人名の構成や性質も本稿の
分析対象のため，仮名の構成と性質が本名と同じものにした．たとえば，本名が苗字の「田中」の場合，本稿では同
じ構成の苗字の「鈴木」の仮名に変更する．本名が愛称の「ハナコちゃん」の場合，本稿では同じ構成の愛称の「ミ
チコちゃん」の仮名に変更する． 
